
　　地球環境問題と科学技術
1-1  2025年から世の中が大きく変わる

Q.吉野研究センター長は2019年ノーベル化学賞を受賞
され、ノーベルレクチャーで地球環境問題への力強い
メッセージを世界に発信されました。今日は最初に、地球
環境問題克服へのシナリオをお聞かせください。
吉野
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Long version

環境問題の切り札となる
第 4 次 産業革命に挑む
地球環境問題は21世紀の最重要課題の1つであり、革新的イノベーションが求められています。

その創出に向けて2020年1月、産総研はゼロエミッション国際共同研究センター（GZR）を設立し、

吉野彰博士が研究センター長に就任しました。

「第4次産業革命が地球環境問題を解決に導く」と力強いメッセージを世界へ発信する

吉野研究センター長に、技術革新への道筋、産業構造の一大転換、

GZRが担う役割などを伺いました。
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ゼロエミッション国際共同研究センターにゼロエミッション国際共同研究センターに
世界の英知を結集世界の英知を結集
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吉野 彰（よしの あきら）博士（工学）
ゼロエミッション国際共同研究センター
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1-2　AIEVをシェアリングする未来像 

Q.ノーベルレクチャーの中で、2030年の社会を想定した
6分間の動画を上映されましたが、専門家だけでなく、世
界中の子どもから大人まで分かるような形で発信したの
はなぜですか？
吉野

Q.その映像に、AIを搭載した無人自動運転の電気自動

車「AIEV」が登場します。ガソリン車やディーゼル車を
すべて電気自動車に置き換えるだけでは、地球環境へ
の大きな貢献にならないのですか？
吉野 ₂

₂
₂

Q.AIEVが蓄電システムのインフラとして機能すること
で、CO₂の約50%削減が実現できるのですね。
吉野

1-3　産業構造の新潮流をビジネスチャンス
に 

Q.日本の産業構造はどのように変わっていきますか？
吉野

Q.国の基幹産業である自動車産業の将来はどうなります
か？
吉野

Q.どうすれば日本は新潮流のイニシアチブを握れます
か？
吉野

Q.日本は川上は強いと言われてきましたが、今後は川下
の強化がカギとなるのですか？
吉野

Q.イノベーションを起こすには何が必要ですか。
吉野

Q.それは、産業界での経験から導き出されたものです
か？
吉野
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1-4　研究者に求められるものとは 

Q.技術を実用化に結びつけるため、研究者が持つべき
心構えは？
吉野

Q.地球環境問題の解決に挑む研究者に、アドバイスを
お願いします。
吉野

₂

Q.何百億年もかけて作られたものを、今私たちが活用し
ているわけですね。
吉野

₂

₂

₂

1-5　新型コロナウイルス問題はどう影響す
るか  

Q.ところで、新型コロナウイルスの感染拡大で急激かつ
強制的な社会変容を迫られていますが、それは第4次産
業革命にどのような影響を与えますか？
吉野

Q.地球環境問題にも関わりはありますか？
吉野

　　GZRの役割 
2-1　ゼロエミッション関連の研究テーマを
集約

Q.次にゼロエミッション国際共同研究センター（GZR）
について伺います。GZRの特徴や世界へのアピールポ
イントは？
吉野

Q.ビヨンドゼロという目標設定を、どのように受け止めて
いますか？
吉野 ₂

₂

₂

2-2　研究開発を通して国際協調をマネジ
メント

Q.研究センター長として、どのようにGZRの舵取りをし
ていきますか？
吉野

Q.世界にアピールできる研究成果を上げるため、どのよ
うな視点を大事にしたいですか？
吉野

Q.地球環境問題というテーマゆえに、発展途上国をどう
巻き込むかも視野に入れていますか？
吉野

2-3　時代はリチウムイオン電池に何を求
めるか 

Q.ご専門であるリチウムイオン電池については、GZRで
どのように研究開発を展開する考えですか？
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吉野

Q.吉野研究センター長が理事長を務める技術研究組
合リチウムイオン電池材料評価研究センター
（LIBTEC）でも全固体電池の国家プロジェクトが動い
ています。全固体電池はかなり有望ですか？
吉野

Q.もし全固体電池がすべての課題をクリアして車載に
用いられれば、AIEVのシェアリングを実現する大きな力
になりますか？
吉野

　　新たな時代へのメッセージ 
3-1　川上の強みを生かし、川下の強化を狙う

Q.技術立国日本の進むべき道は？
吉野

Q.Google型はOSをがっちり握っているのが強みです
ね。
吉野

Q.川上と川下の両方を日本で完結することは可能です
か？
吉野

Q.失敗した人は敗者ではなく、成功を支える一人なのだ
と。
吉野

3-2　日本でベンチャー企業が育つには 

Q.これからの第4次産業革命で、ベンチャー企業が活躍
する可能性は？
吉野

Q.産総研では東京湾岸ゼロエミッションイノベーション
協議会（ゼロエミベイ）を設立し、「東京湾岸をゼロエ
ミッション版シリコンバレーに」というスローガンを掲げて
います。そういう発信をし、世界に認知されることが大事
になるのでしょうか？
吉野

Q.第4次産業革命で、地場産業が活躍する可能性は？
吉野

3-3　未来へのチャンスと責任 

Q.第4次産業革命に向けて、日本に必要なのは攻めの
姿勢ということですね。
吉野

Q.ビジネスチャンスに加え、将来的なノーベル賞のチャン
スもありますか？
吉野

Q.世界の未来に明るい見通しを持っていますか？
吉野

Q.今日は大変貴重なお話をありがとうございました。
（2020年6月23日　於：産総研臨海副都心センター）
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